去年の 春の 夜、 —— と 云っても まだ 風の 寒い、 月の 

さ よる やすきち うおがし 

冴えた夜の 九 時 ごろ、 保吉は 三人の 友 だち と、 魚河岸 

の 往来 を 歩いて いた。 三人の 友 だち と は、 俳人の 露齊、 

ふうち ゆう まきえし じょたん ほんみょう 

洋画家の 風 中、 蒔 画師の 如 丹、 II 三人と も 本名 は 

明さない が、 その 道で は 知られた 腕つ 扱きで ある。 殊 

ろ さい つと 

に 露 柴は年 かさで も あり、 新 傾向の 俳人と して は、 夙 

に 名を馳 せた 男だった。 

我々 は 皆 酔って いた。 もっとも 風 中と 保 吉とは 下戸、 

如 丹 は 名代の 酒豪 だ つ たから、 三人 はふ だんと 変ら な 

かった。 ただ 露柴 はどう かする と、 足 もと も少々 あぶ 

なまぐさ 

なかった。 我々 は 露柴を 中に しながら、 腥 い 月明り 



の 吹かれる 通り を、 日本 橋の 方へ 歩いて 行った。 

き すい えど こ そうそふ しょくさん 

露 柴は生 つ 粋の 江戸 つ 児 だ つ た。 曾祖父 は 蜀山 や 

ぶんちょう か し まるせ い 

文晁と 交遊の 厚かった 人で ある。 家 も 河岸の 丸 清と 

云えば、 あの 界隈で は 知らぬ もの はない。 それ を露柴 

はずつ と 前から、 家業 は ほとんど 人任せに したな り、 

さんや ろじ てんこく 

自分 は 山 谷の 露路の 奥に、 句と 書と 篆刻と を 楽しんで 

いた。 だから 露 柴には 我々 にない、 どこかい なせな 風 

したまち かた * き でんぼう 

格が あった。 下町 気質より は 伝法な、 山の手に は 勿論 

まぐろ すし 

縁の 遠い、 —— 云わば 河岸の 鮪 の鯧 と、 一 味 相 通ず る 

何物 かがあった。 

じゃま がいとう 

露柴 はさ も 邪魔そう に、 時々 外套の 袖 を はねながら、 



かった。 我々 は 二人ず つ 向い合いに、 同じ 卓に 割り こ 

もら たいらがい さかな 

ませて 貰った。 それから 平 貝の フライ を 肴に、 ちび 

まさむね げ こ 

ちび 正宗 を 嘗め 始めた。 勿論 下戸の 風 中 や 保 吉はニ つ 

ちょく 

と 猪口 は 重ねなかった。 その代り 料理 を 平げ さすと、 

な 力な 力 けんた A 

二人とも 中々 健啖だった。 

しらき 

この 店 は 卓 も 腰掛け も、 ニス を 塗らない 白木だった。 

おまけに 店 を 囲う 物 は、 江戸 伝来の 葭簀だった。 だか 

ら 洋食 は 食って いても、 ほとんど 洋食 屋とは 思われな 

あつら 

かった。 風 中 は 訛え た ビフテキが 来る と、 これ は 切 

リ味じ やない かと 云ったり した。 如 丹 は ナイフの 切れ 

るのに、 大いに 敬意 を 表して いた。 保吉 はまた 電燈の 



ぬしお じ * き ろ さい 

何度も 声の 主に 御 時 儀 をした。 声の 主 は 俳人の 露柴、 

か し まるせ い 

河岸の 丸 清の 檀那だった。 

「しばらく だね ご —— 露柴は 涼しい顔 をしながら、 猪 

口 を 口へ 持って行った。 その 猪口が 空になる と、 客 は 

隙かさず 露柴の 猪口へ 客 自身の 罎の酒 をつ いだ。 それ 

はため お か きげん うかが 

から 側 目に は 可笑しい ほど、 露柴の 機嫌 を 窺 い 出した。 



きょ うか 

鏡 花の 小説 は 死んで はいない。 少く とも 東京の 魚 河 

いまだ 

岸に は、 未に あの 通りの 事件 も 起る ので ある。 

しかし 洋食 屋の 外へ 出た 時、 保 吉の心 は 沈んで いた。 

保吉は 勿論 「幸さん」 に は、 何の 同情 も 持たなかった。 



その上 露柴の 話に よると、 客 は 人格 も 悪い らしかった。 

ガガ わ ようき 

が、 それに も 関らず 妙に 陽気に はなれなかった。 保 

吉の 書斎の 机の 上に は、 読み かけた ロシュ フゥ コォの 

語録が ある。 —— 保吉は 月明り を 履みながら、 いっか 

そんな 事 を 考えて いた。 

(大正 十 一 年 七月) 
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